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歴
史
あ
る
草
津
の
温
泉
街
歩
き
の
起
点

と
し
た
の
は
、
湯
畑
観
光
駐
車
場
で
す
。

温
泉
街
は
道
が
狭
く
、
坂
道
や
一
方
通
行

が
多
い
の
で
、
車
は
駐
車
場
に
置
い
て
、

こ
こ
か
ら
徒
歩
で
、
今
話
題
の
ス
ポ
ッ
ト

「
裏
草
津
」
へ
向
か
い
ま
す
。

　
駐
車
場
を
出
て
最
初
に
立
ち
寄
る
の

は
、
光
泉
寺
。
８
０
０
年
以
上
の
歴
史
を

誇
る
古
刹
で
す
。
境
内
に
は
、
本
堂
の
ほ

か
、
建
設
中
の
五
重
塔
、
釈
迦
堂
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
奈
良
東
大
寺
の
大
仏
の
骨
木

を
も
っ
て
制
作
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

た
釈
迦
堂
の
本
尊
は
、
２
０
０
５
年
の
文

献
調
査
で
事
実
で
あ
る
と
証
明
さ
れ
ま
し

た
。
以
来
３
０
０
年
を
経
て
世
に
出
た
仏

様
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
遅
咲
き
如
来
」［
①
］

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
光
泉
寺
を
出
る
と
、

草
津
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
「
湯
畑
」
が
眼

下
［
②
］に
見
下
ろ
せ
ま
す
。
石
段
を
下
っ

て
、湯
畑
前
に
で
き
た
湯
路
広
場
［
③
］へ
。

湯
路
広
場
の
周
り
に
は
、御
座
之
湯
［
④
］、

白
旗
の
湯
［
⑤
］
が
あ
り
ま
す
。

　
湯
畑
を
満
喫
し
た
後
、「
裏
草
津
」
へ
向

か
い
ま
す
。
湯
畑
脇
の
狭
い
路
地
［
⑦
・

⑧
］
に
入
り
、
歩
い
て
数
分
。
石
畳
風
の

路
地
を
進
む
と
、
木
造
り
の
真
新
し
い
建

物
［
⑨
］が
見
え
て
き
ま
す
。
裏
草
津
は
、

地
蔵
エ
リ
ア
と
呼
ば
れ
る
場
所
に
あ
り

ま
す
。
地
蔵
源
泉
が
あ
り
、
か
つ
て
は
伝

統
的
な
湯
治
場
と
し
て
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま

し
た
が
、
徐
々
に
衰
退
。
い
つ
も
に
ぎ
や

か
で
、
観
光
客
で
あ
ふ
れ
る
湯
畑
エ
リ
ア

か
ら
歩
い
て
数
分
の
場
所
に
あ
り
な
が

ら
、
人
通
り
の
少
な
い
、
さ
み
し
い
エ
リ

ア
だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
草
津
町
は
、
こ

の
地
蔵
エ
リ
ア
の
再
整
備
に
着
手
。
の
ん

び
り
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
が
流
れ
る

エ
リ
ア
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。
地
蔵

源
泉
を
中
心
に
、「
伝
統
湯
地
蔵
」、「
百
年

石
別
邸
」、「
漫
画
堂
」、「
カ
フ
ェ
月
の
貌
」

な
ど
が
オ
ー
プ
ン
。
今
、
注
目
を
集
め
る

エ
リ
ア
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
毎
分
４
０
０
０
リ
ッ
ト
ル
の
温
泉
が
湧

き
出
す
湯
畑
の
姿
は
、
圧
巻
で
す
。
湯

畑
を
囲
む
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
お
店
が

立
ち
並
び
、
ま
た
、
古
く
か
ら
の
共
同
浴

場
が
姿
を
変
え
「
湯
も
み
と
踊
り
」
が

シ
ョ
ー
と
し
て
見
ら
れ
る
施
設
・
熱
乃
湯

［
⑥
］
が
あ
り
、
湯
畑
周
辺
は
、
観
光
客

で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

湯
畑
観
光
駐
車
場
を
ス
タ
ー
ト

光
泉
寺
へ

裏
草
津
へ

に
ぎ
や
か
な
湯
畑
へ

❶
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泉
の
新
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い
観
光
ス
ポ
ッ
ト

「
裏
草
津
」を
め
ぐ
る

　
群
馬
県
の
北
西
部
に
位
置
す
る
草

津
町
は
、
北
と
西
に
は
三
国
山
脈
の

２
０
０
０
メ
ー
ト
ル
級
の
山
々
が
そ

び
え
、
東
と
南
に
は
海
抜
１
２
０
０

メ
ー
ト
ル
の
高
原
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。
草
津
町
と
い
え
ば
、
草
津
温
泉
、

日
本
を
代
表
す
る
温
泉
地
で
す
。
国

内
外
か
ら
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
、

に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
草
津

温
泉
に
新
た
な
ス
ポ
ッ
ト
が
誕
生
し

ま
し
た
。
今
回
は
、
静
か
な
時
を
過

ご
す
場
所
と
し
て
再
生
さ
れ
た
「
裏

草
津
」と
呼
ば
れ
る
エ
リ
ア
を
中
心

に
、
の
ん
び
り
歩
い
て
楽
し
む
草
津

温
泉
の
過
ご
し
方
を
紹
介
し
ま
す
。
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湯畑観光駐車場

光泉寺 湯路広場

御座之湯

百年石別邸

地蔵源泉

漫画堂
カフェ 月の貌

地蔵高台広場

伝統湯 地蔵
大滝乃湯

顔湯 足湯
手洗乃湯

湯畑
熱乃湯

白旗の湯

西の河原露天風呂

西の河原公園

西の河原公園駐車場

湯滝通り

裏草津

西の河原通り

湯畑

大きな湯船に浸かれば、紅
葉など四季折々の自然を
360度感じられます。

男女で造りが異なる合わ
せ湯の温泉には、草津温泉
でも貴重な煮川源泉を使
用しています。

「木之湯」「石之湯」二つの
浴室があり、日替わりで男
女交代制。二種類の源泉を
使用しており、泉質の違い
を楽しめます。

伝統湯 地蔵
　歴史と伝統を誇る共同浴場「地蔵の湯」（無料 8：00〜
22：00）がリニューアルされ、同じ建物内に貸切風呂「伝
統湯 地蔵」（有料）がオープンしました。湯ざわりが柔ら
かく、肌がすべすべになると評判の白濁の湯をプライ
ベートで楽しめます。予約が必要です。

草津三湯を楽しもう！

・万代源泉　・湯畑源泉　・白旗源泉
・地蔵源泉　・煮川源泉　・西の河原源泉

草津にある６つの源泉

西の河原露天風呂

【万代源泉】

御座之湯

【湯畑源泉】【万代源泉】

大滝乃湯

【煮川源泉】

貸切風呂「伝統湯 地蔵」
営  9：00/10：30/12：00/
　 13：30/15：00
　 （利用時間は１時間単位）
休  毎週水曜日
☎︎  0279-88-1320（予約専用電話）
料  １団体１時間3,500円
　 （１団体10名様まで）

たちあがる温泉の
湯気を顔で受ける
顔湯。全国的にも
珍しい。

草津には足湯を楽し
めるところがたくさん
あります。歩き疲れた
ら、足湯でリラックス。

温泉での手洗いは、
殺菌効果も抜群。

　
裏
草
津
を
楽
し
ん
だ
後
は
、
湯
畑
に
戻
り
、
西
の
河
原
露
天
風
呂
ま

で
散
策
を
楽
し
み
ま
す
。
湯
畑
か
ら
西
の
河
原
通
り
を
進
み
、
西
の
河

原
公
園
ま
で
約
10
分
。
西
の
河
原
公
園
に
も
足
湯
が
あ
る
の
で
、
歩
き

疲
れ
た
と
思
っ
た
ら
、
足
湯
に
つ
か
り
な
が
ら
休
憩
し
て
み
る
の
も
オ

ス
ス
メ
で
す
。

　
公
園
入
口
か
ら
西
の
河
原
露
天
風
呂
ま
で
約
10
分
。
西
の
河
原
露
天

風
呂
は
、
国
内
有
数
の
広
さ
を
誇
る
、
圧
倒
的
な
ス
ケ
ー
ル
と
開
放
感

が
自
慢
の
温
泉
で
す
。

も
っ
と
街
歩
き

　
帰
り
は
、
西
の
河
原
通
り
を
戻
り
、
湯
滝
通
り
を
通
っ
て
、
湯
畑
へ

戻
り
ま
す
。
草
津
は
９
月
に
な
る
と
、
紅
葉
が
始
ま
り
ま
す
。
裏
草
津

を
め
ぐ
る
秋
の
散
歩
を
楽
し
ん
で
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

草
津
は
紅
葉
シ
ー
ズ
ン

お得な
割引制度

■ 有効期限なし  ■ 草津三湯にすべて入れる
■ 各１回ずつの入浴料計2,380円が1,800円
■ それぞれの窓口で購入できます

ちょいな三湯めぐり手形

顔湯

足湯

手洗乃湯

草津
MAP

湯
け
む
り
に

　
　ふ
す
ぼ
り
も
せ
ぬ

　
　
　
　
　月
の
貌小林

一
茶
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営  9:00～17:00（ラストオーダー16:30）
休  年中無休（メンテナンス休館あり）
☎︎  0279-82-5641

きっかけとなったのは、この作品。日本の漫画誌
に残るそうそうたる顔ぶれの作家たちが、1980
年に草津を訪れ「草津 いい湯だな」のメッセージ
とともにイラストを残していったといいます。

百年石別邸

カフェ 月の貌（かお）

地蔵高台広場

漫画堂

　百年石とは、草津温泉の特徴である酸性の性質を利
用した温泉アートのこと。百年石別邸は、百年石制作
体験ができる施設です。石灰石にペンキで好きな絵や
文字を描き、それを乾燥させた後、温泉につけると、
ペンキを塗った部分は溶けず、ペンキを塗らなかった
部分は溶けて、描いた部分は立体的に浮かびあがる、
不思議なアートです。

　漫画堂に併設されたカフェ。小林一茶の俳句が、店名の由来です。
開放的でおしゃれな空間が漂う店内からは、地蔵高台広場が望め
ます。こだわりは、ハンドドリップコーヒーで、カップとソーサー
は、地元陶芸家によるオリジナル。ゆったりとくつろげる、特別
な時間が過ごせます。

　花や樹木によって四季折々
の景色とともに、のんびりで
きる段々畑のような広場です。
ちょっと一休みにぴったりの
憩いの空間です。

　草津温泉にゆかりのある漫画家の作品をはじめ、
懐かしい作品から最新の作品まで、木造２階建て
の館内には約１万冊の漫画が置かれています。

SDGsから生まれた百年石
　湯川は、草津白根山や草津温泉の源泉から湧き出た水
が流れこむため、酸性河川で、湯川が流れ込む吾妻川は、
魚も住めない死の川と呼ばれていたといいます。湯川の水
を中和して、川を蘇らせようと昭和39年（1964）に始まっ
たのが、世界で初めての酸性河川中和事業です。
　草津中和工場で湯川に石灰石粉を投入し、約３キロ下
流にある品木ダムへ流入するまでの間に中和が進んでい
きます。品木ダムから流れ出た水は、利根川の一大支流
である吾妻川へ流入します。現在の吾妻川には、魚など
の生物がすめるようになっています。
　百年石は中和事業で使っている石灰石粉のもとになっ
ている石灰石を使用。酸性の草津温泉とアルカリ性の石
灰との中和反応を利用したクラフトです。

営  9:00～16:00（最終受付15:00）　休  毎週水曜日
☎︎  0279-88-1320　料１つ500円（送料別途・発送まで１週間程度）

営  9:30～17:00（最終受付 16：00）
休  年中無休（メンテナンス休館の場合あり）
☎︎  0279-82-5641（カフェ月の貌）
料  大人400円、小学生300円（それぞれ2時間）

材料01

下書き02塗る03

温泉05

完成07

ニスを塗る06

乾燥04 見本があるから絵が
苦手でも大丈夫

約１週間後、
完成品が自宅に届きます２日間

温泉につけます

4
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湯滝通り

裏草津

西の河原通り

湯畑

大きな湯船に浸かれば、紅
葉など四季折々の自然を
360度感じられます。

男女で造りが異なる合わ
せ湯の温泉には、草津温泉
でも貴重な煮川源泉を使
用しています。

「木之湯」「石之湯」二つの
浴室があり、日替わりで男
女交代制。二種類の源泉を
使用しており、泉質の違い
を楽しめます。

伝統湯 地蔵
　歴史と伝統を誇る共同浴場「地蔵の湯」（無料 8：00〜
22：00）がリニューアルされ、同じ建物内に貸切風呂「伝
統湯 地蔵」（有料）がオープンしました。湯ざわりが柔ら
かく、肌がすべすべになると評判の白濁の湯をプライ
ベートで楽しめます。予約が必要です。

草津三湯を楽しもう！

・万代源泉　・湯畑源泉　・白旗源泉
・地蔵源泉　・煮川源泉　・西の河原源泉

草津にある６つの源泉

西の河原露天風呂

【万代源泉】

御座之湯

【湯畑源泉】【万代源泉】

大滝乃湯

【煮川源泉】

貸切風呂「伝統湯 地蔵」
営  9：00/10：30/12：00/
　 13：30/15：00
　 （利用時間は１時間単位）
休  毎週水曜日
☎︎  0279-88-1320（予約専用電話）
料  １団体１時間3,500円
　 （１団体10名様まで）

たちあがる温泉の
湯気を顔で受ける
顔湯。全国的にも
珍しい。

草津には足湯を楽し
めるところがたくさん
あります。歩き疲れた
ら、足湯でリラックス。

温泉での手洗いは、
殺菌効果も抜群。
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営  9:00～17:00（ラストオーダー16:30）
休  年中無休（メンテナンス休館あり）
☎︎  0279-82-5641

きっかけとなったのは、この作品。日本の漫画誌
に残るそうそうたる顔ぶれの作家たちが、1980
年に草津を訪れ「草津 いい湯だな」のメッセージ
とともにイラストを残していったといいます。

百年石別邸

カフェ 月の貌（かお）

地蔵高台広場

漫画堂

　百年石とは、草津温泉の特徴である酸性の性質を利
用した温泉アートのこと。百年石別邸は、百年石制作
体験ができる施設です。石灰石にペンキで好きな絵や
文字を描き、それを乾燥させた後、温泉につけると、
ペンキを塗った部分は溶けず、ペンキを塗らなかった
部分は溶けて、描いた部分は立体的に浮かびあがる、
不思議なアートです。

　漫画堂に併設されたカフェ。小林一茶の俳句が、店名の由来です。
開放的でおしゃれな空間が漂う店内からは、地蔵高台広場が望め
ます。こだわりは、ハンドドリップコーヒーで、カップとソーサー
は、地元陶芸家によるオリジナル。ゆったりとくつろげる、特別
な時間が過ごせます。

　花や樹木によって四季折々
の景色とともに、のんびりで
きる段々畑のような広場です。
ちょっと一休みにぴったりの
憩いの空間です。

　草津温泉にゆかりのある漫画家の作品をはじめ、
懐かしい作品から最新の作品まで、木造２階建て
の館内には約１万冊の漫画が置かれています。

SDGsから生まれた百年石
　湯川は、草津白根山や草津温泉の源泉から湧き出た水
が流れこむため、酸性河川で、湯川が流れ込む吾妻川は、
魚も住めない死の川と呼ばれていたといいます。湯川の水
を中和して、川を蘇らせようと昭和39年（1964）に始まっ
たのが、世界で初めての酸性河川中和事業です。
　草津中和工場で湯川に石灰石粉を投入し、約３キロ下
流にある品木ダムへ流入するまでの間に中和が進んでい
きます。品木ダムから流れ出た水は、利根川の一大支流
である吾妻川へ流入します。現在の吾妻川には、魚など
の生物がすめるようになっています。
　百年石は中和事業で使っている石灰石粉のもとになっ
ている石灰石を使用。酸性の草津温泉とアルカリ性の石
灰との中和反応を利用したクラフトです。

営  9:00～16:00（最終受付15:00）　休  毎週水曜日
☎︎  0279-88-1320　料１つ500円（送料別途・発送まで１週間程度）

営  9:30～17:00（最終受付 16：00）
休  年中無休（メンテナンス休館の場合あり）
☎︎  0279-82-5641（カフェ月の貌）
料  大人400円、小学生300円（それぞれ2時間）
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ニスを塗る06

乾燥04 見本があるから絵が
苦手でも大丈夫

約１週間後、
完成品が自宅に届きます２日間

温泉につけます
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ら
の
作
業
を
し
て
い
ま
す
。
作
業
時
間

は
１
日
２
時
間
。
作
業
の
途
中
で
あ
っ

て
も
１
日
２
時
間
ま
で
と
決
め
て
い
ま

す
。
コ
ツ
コ
ツ
と
継
続
す
る
こ
と
が
大

事
で
す
ね
。

　
今
年
３
月
に
は
６
回
目
を
迎
え
た

「
太
田
水
芭
蕉
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
蘇
っ
た
水
芭
蕉
は
年
々
株
を
増

や
し
、
毎

年
可
憐
な

花
を
咲
か

せ
、
多
く

の
人
を
楽

し
ま
せ
て

く
れ
て
い

ま
す
。

山
も
リ
ハ
ビ
リ
し
よ
う
」
と
決
意
し
ま

し
た
。
す
ぐ
さ
ま
行
動
に
移
し
、
同
年

４
月
「
東
山
公
園
の
水
芭
蕉
を
守
る
会
」

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　
私
は
若
い
頃
、
山
登
り
を
し
て
い
ま

し
た
か
ら
尾
瀬
に
も
行
っ
た
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
水
芭
蕉
の
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
、
花
に
も
詳
し
く
な
く
花

の
名
前
す
ら
分
か
ら
な
い
状
態
で
し
た
。

そ
こ
で
、
昔
の
山
仲
間
に
相
談
し
て
水

芭
蕉
に
詳
し
い
人
や
自
然
を
守
る
活
動

に
熱
心
な
人
、
花
に
詳
し
い
人
な
ど
を

紹
介
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
初
対
面
で

し
た
が
そ
の
方
々
を
訪
ね
、
東
山
公
園

の
水
芭
蕉
へ
の
思
い
を
伝
え
て
い
る
う

ち
に
仲
間
が
15
人
に
増
え
ま
し
た
。

　
最
初
は
篠
竹
雑
草
を
刈
り
枯
れ
木

を
運
び
出
し
ま
し
た
。
倒
木
は
輪
切
り

に
し
て
遊
歩
道
に
し
、
１
年
が
か
り
で

籔
を
払
い
、
太
田
市
の
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
い
ろ
い
ろ
整
備
を
行
っ
て
、

よ
う
や
く
歩
く
こ
と
が
で
き
る
公
園

に
な
り
ま
し
た
。「
３
年
後
に
水
芭
蕉

を
蘇
ら
せ
て
太
田
の
新
名
所
に
す
る

ぞ
」
と
決
意
し
た
の
を
今
で
も
覚
え
て

い
ま
す
。

　
会
と
し
て
は
、
７
月
と
８
月
を
除
い

て
月
２
回
の
定
例
会
を
設
け
、
そ
の
時

に
会
員
で
草
刈
り
な
ど
手
入
れ
を
行
っ

て
い
ま
す
。
私
は
１
年
の
３
分
の
１
ぐ

ら
い
は
東
山
公
園
に
出
か
け
、
何
か
し

太
田
朗
読
奉
仕
会
の
会
長
を
10
年
務
め
、

今
も
朗
読
は
続
け
て
い
ま
す
。
ほ
か
に

も
太
田
市
視
覚
障
害
者
福
祉
協
会
と
友

好
を
深
め
た
り
、
手
話
サ
ー
ク
ル
に

入
っ
て
ろ
う
者
の
友
人
と
交
流
し
た
り
、

太
田
の
民
話
を
紙
芝
居
に
し
て
読
み
聞

か
せ
を
し
た
り
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
２
０
１
６
年
２
月
、
胃
が
ん
で
胃
を

全
摘
し
ま
し
た
。
お
医
者
さ
ん
か
ら
１

日
１
万
歩
歩
く
よ
う
に
と
言
わ
れ
て
か

ら
、
歩
く
こ
と
が
日
課
に
な
り
ま
し

た
。
ど
こ
を
歩
こ
う
か
と
散
歩
コ
ー
ス

を
探
し
て
い
る
中
で
、
出
か
け
た
の
が

金
山
周
辺
の
東
山
公
園
。
金
山
は
私
が

子
ど
も
の
頃
よ
く
遊
び
に
行
っ
て
い
た

場
所
で
し
た
。
東
山
公
園
親
水
広
場
は

ふ
る
さ
と
創
生
事
業
で
造
ら
れ
た
公
園

で
、
水
辺
に
水
芭
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が
植
え
ら
れ
た
こ

と
を
思
い
出
し
ま
し
た
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リ
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を
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た
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に
出
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下
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、
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鼓
橋
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水
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の
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に
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と
し
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し
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。
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の
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が
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れ
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ャ
ン
グ
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の
よ
う
に
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れ
放
題
だ
っ
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の
で
す
。
そ
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な
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で
も
水
芭
蕉

は
生
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残
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し
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こ
の
ま
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で
は
水
芭
蕉
が
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そ
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」
と
思
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、「
自
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も
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ハ
ビ
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し
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が
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、

　
水
芭
蕉
と
い
う
花
は
日
本
人
の
感
情

に
マ
ッ
チ
し
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を
引
き
付
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る
花
で
す
。

「
東
山
公
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の
水
芭
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を
守
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会
」
を

始
め
て
か
ら
水
芭
蕉
フ
ァ
ン
が
多
い
こ

と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。「
き
れ
い
な
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に
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て
あ
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が
と
う
」
と

か
「
尾
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に
は
行
け
な
い
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ら
太
田
の
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芭
蕉
を
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に
来
ま
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た
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と
か
、「
太

田
の
新
名

所
に
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り

ま
し
た
ね
」

な
ど
、
来
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者
の
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の
言
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を
聞
く
と
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が
熱
く

な
り
ま
す
。
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分
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の
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公
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後
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下
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孫
１
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の
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退
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後
は
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地
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の
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長
代
理

や
環
境
保
健
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長
、
太
田
市
統
計
調

査
委
員
等
を
約
10
年
務
め
ま
し
た
。

　
私
が
63
歳
の
時
、
太
田
市
議
会
議
員

を
し
て
い
た
妻（
和
代
）が
急
逝
。
翌
年

「
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
竹
内
和
代
の
家
」

を
開
設
し
、
視
覚
障
害
者
の
友
人
に
本

を
読
む
活
動
を
始
め
ま
し
た
。
始
め
て

み
た
も
の
の
私
は
発
声
も
発
音
も
録
音

方
法
も
な
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
目

が
不
自
由
な
人
は
耳
か
ら
得
る
情
報
が

す
べ
て
だ
か
ら
勉
強
し
な
い
と
い
け
な

い
と
思
い
、
た
ま
た
ま
見
つ
け
た
朗
読

奉
仕
者
養

成
講
座
を

受
講
し
、

太
田
朗
読

奉
仕
会
に

入
会
し
ま

し
た
。
２

０
２
３
年

３
月
ま
で

「思いついたら、すぐ行動する」という
のが信条の竹内さん。荒れ果てた公
園を見て、「水芭蕉を蘇らせる」と心に
決め、志を同じくする仲間を集め、東
山公園親水広場の水芭蕉を復活させ
ました。継続は力なりを実践した信念
の人です。傘寿のお祝いに友人からも
らった色紙に「傘賀未青春」という言
葉が記されていたそうで「まだまだこ
れからが私の青春です」と笑う姿が印
象的です。
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すぐ行動
「80歳から青春」の日々

朗
読
ボ
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ら
の
作
業
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し
て
い
ま
す
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２
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っ
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日
２
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て
い
ま
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。
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迎
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催
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憐
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く
れ
て
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ま
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。
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リ
ハ
ビ
リ
し
よ
う
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と
決
意
し
ま

し
た
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東
山
公
園
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蕉
を
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し
た
。
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蕉
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介
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
初
対
面
で

し
た
が
そ
の
方
々
を
訪
ね
、
東
山
公
園

の
水
芭
蕉
へ
の
思
い
を
伝
え
て
い
る
う

ち
に
仲
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。
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。
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傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ふ
じ
お
か
は
、

藤
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
呼
び
か

け
、
平
成
20
年
に
発
足
し
ま
し
た
。
県

が
主
催
し
た
平
成
18
年
度
講
座
に
４
人

が
参
加
し
、
傾
聴
の
技
法
と
技
能
を
学

ん
だ
こ
と
が
発
足
の
き
っ
か
け
に
な
っ

た
と
い
い
ま
す
。

　
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
悩
み
や
寂
し

さ
を
抱
え
る
人
の
話
し
相
手
と
な
る
活

動
で
す
。
発
足
当
時
は
、
傾
聴
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
認
知
度
が
低
く
、
な
か
な
か

受
け
入
れ
て
も
ら
え
る
施
設
は
少
な

か
っ
た
そ
う
で
す
。
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
活
動
と
評
判
は
徐
々
に
広
ま
り
、

定
期
的
に
施
設
や
在
宅
の
お
年
寄
り
を

訪
問
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
発
足
か
ら
15
年
に
渡
っ
て
会
長
を
務

め
た
根
岸
正
司
さ
ん
は「
順
調
に
や
れ

て
き
た
わ
け
で
は
な
い
け
れ
ど
、
会
員

の
皆
さ
ん
が
協
力
し
て
く
れ
て
、
施
設

な
ど
が
自
分
た
ち
の
活
動
を
理
解
し
て

く
れ
、
県
財
団
や
社
協
の
サ
ポ
ー
ト
を

い
た
だ
き
、
今
日
が
あ
る
」
と
こ
れ
ま

で
の
活
動
を
振
り
返
り
ま
す
。

　
20
代
の
頃
か
ら
人
に
寄
り
添
う
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
興
味
が
あ
っ
た
と
い
う

中
山
昭
子
さ
ん
は
、
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
養
成
講
座
が
太
田
市
で
開
か
れ
る
こ

と
を
知
り
、
受
講
し
傾
聴
に
お
け
る
会

話
の
技
術
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。「
お

年
寄
り
の
話
を
聴
か
せ
て
い
た
だ
く
と

連絡先 　藤岡市社会福祉協議会　住所：藤岡市藤岡1485　電話：0274-22-5647

い
う
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
を
通
し

て
、
人
の
話
を
聴
け
る
自
分
に
な
れ
ま
し

た
」
と
い
う
中
山
さ
ん
。
田
中
恭
子
さ
ん

は
「
お
年
寄
り
か
ら
聴
か
せ
て
い
た
だ
い

た
お
話
は
、
勉
強
に
な
る
こ
と
が
多
い
で

す
。
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
自
分
自
身

を
成
長
さ
せ
る
活
動
で
も
あ
る
と
思
い

ま
す
」
と
話
し
ま
す
。
清
水
泰
雄
さ
ん
は

「
活
動
の
継
続
に
は
、
自
分
自
身
の
健
康

が
大
事
。
足
腰
を
鍛
え
な
が
ら
少
し
で

も
長
く
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
」
と
話

し
ま
す
。
平
成
26
年
に
講
座
を
受
け
入

会
し
た
桒
原
美
津
子
さ
ん
は
「
先
輩
方

が
種
を
ま
い
て
く
れ
て
い
た
の
で
、
施
設

の
利
用
者
さ
ん
た
ち
は
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
来
る
の
を
待
っ
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。

話
を
聴
い
て
ほ
し
い
と
い
う
お
年
寄
り
が

多
く
て
、
話
し
相
手
に
な
る
こ
と
に
や
り

が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

　
現
在
会
員
は
27
名
で
す
。
会
員
た
ち

は
誰
か
の
役
に
立
ち
た
い
と
い
う
思
い
を

抱
い
て
い
ま
す
が
、コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、こ

こ
５
年
近
く
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
で

き
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
根
岸
さ

ん
か
ら
会
長
を
引
き
継
い
だ
小
林
加
代

子
さ
ん
は
「
核
家
族
化
、
独
り
暮
ら
し
、

老
々
介
護
、
施
設
入
居
な
ど
が
増
え
る

中
、
今
、
話
し
相
手
を
求
め
て
い
る
人
が

多
い
と
実
感
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
を

待
っ
て
い
て
く
だ
さ
る
方
の
と
こ
ろ
へ
、
私

た
ち
の
思
い
を
届
け
ら
れ
る
日
が
一日
も

早
く
訪
れ
る
こ
と
を
願
い
な
が
ら
、
今

で
き
る
こ
と
を
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

心
に
寄
り
添
う
、
話
し
相
手
に

元
気
な
仲
間
た
ち

「
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

ふ
じ
お
か
」で
は
、

一
緒
に
活
動
し
て
く
れ
る
仲
間
を
大
募
集
！

お
気
軽
に
下
記
の
連
絡
先
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

藤 岡 市

「傾聴ボランティア ふじおか」
お年寄りの言葉に耳を傾けて。
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劇
団
☆
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ａ
は
、
大
泉
町

の
シ
ニ
ア
を
中
心
に
結
成
さ
れ
た
劇
団

で
す
。
も
と
も
と
は
、
介
護
予
防
事
業

と
し
て
大
泉
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
が
主
催
し
た
寸
劇
講
座
の
参
加
者

を
中
心
と
し
た
演
劇
の
素
人
た
ち
。
お

お
た
芸
術
学
校
付
属
劇
団
出
身
で
、
東

京
の
劇
団
で
活
躍
し
た
経
歴
を
持
つ
川

島
麻
菜
美
さ
ん
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
迎

え
、
呼
吸
法
や
発
声
練
習
な
ど
本
格
的

な
練
習
を
積
み
重
ね
、
町
主
催
の
介
護

予
防
講
座
や
認
知
症
講
座
な
ど
に
合
わ

せ
て
演
劇
を
披
露
し
て
い
ま
す
。

　
特
徴
的
な
の
は
、
介
護
現
場
の
経
験

豊
か
な
保
健
師
に
よ
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
シ

ナ
リ
オ
で
す
。
体
験
に
基
づ
く
書
き
下

ろ
し
で
高
齢
者
福
祉
の
課
題
を
身
近
に

わ
か
り
や
す
く
見
え
る
化
し
た
内
容
に

な
っ
て
い
ま
す
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
シ
ナ
リ

オ
は
８
作
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　
取
材
に
お
じ
ゃ
ま
し
た
日
は
、
８
月

に
邑
楽
町
で
開
催
さ
れ
る
高
齢
者
虐
待

防
止
講
座
で
披
露
す
る
演
目「
虐
待
ま

も
る
ん
る
ん
」
の
稽
古
。
介
護
放
棄
や

高
齢
者
虐
待
と
い
う
シ
リ
ア
ス
な
内
容

で
す
が
、
ア
ド
リ
ブ
や
ユ
ー
モ
ア
を
交

え
な
が
ら
、
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
劇

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
ダ
ブ
ル
主
演
を
務
め
る
の

は
、
岡
田
久
子
さ
ん
と
髙
野
房
江
さ
ん

で
す
。
初
め
て
舞
台
に
立
っ
た
時
は
、

連絡先 　大泉町地域包括支援センター　住所：大泉町吉田2465　電話：0276-63-2294

恥
ず
か
し
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
っ
た

と
い
う
岡
田
さ
ん
は
、「
回
を
重
ね
る
ご

と
に
面
白
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
ね
。

私
た
ち
の
劇
団
は
、
練
習
よ
り
も
本
番

の
方
が
う
ま
く
で
き
る
。
の
び
の
び
と

楽
し
め
て
い
る
証
拠
で
す
」
と
話
し
ま

す
。
髙
野
さ
ん
は「
演
技
を
し
て
い
る

と
、
出
番
を
待
っ
て
い
る
演
者
が
ケ
タ

ケ
タ
笑
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
楽
し
い
」

と
笑
い
ま
す
。

　「
シ
ニ
ア
が
主
役
、
シ
ニ
ア
の
明
日
を

演
劇
で
考
え
る
と
い
う
劇
団
の
テ
ー
マ

に
惹
か
れ
て
、
寸
劇
講
座
に
参
加
し
ま

し
た
」
と
話
す
の
は
、
団
長
の
森
千
代

さ
ん
で
す
。
劇
団
名
は
、
森
さ
ん
の
小

学
校
時
代
の
愛
唱
歌「
あ
し
た
」
か
ら

名
付
け
ら
れ
、こ
の
歌
は
、劇
団
の
テ
ー

マ
ソ
ン
グ
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
森
さ

ん
は
、
85
歳
と
は
思
え
な
い
、
軽
快
な

動
き
で
、
劇
中
の
重
要
キ
ャ
ス
ト
で
あ

る
認
知
症
の
母
親
役
を
演
じ
て
い
ま

す
。

　
最
初
は
演
劇
に
ま
っ
た
く
興
味
が
な

か
っ
た
と
い
う
副
団
長
の
月
橋
章
さ
ん

は
、「
演
劇
未
経
験
者
の
集
ま
り
だ
っ
た

の
が
、
川
島
先
生
の
指
導
を
受
け
な
が

ら
、
ど
ん
ど
ん
上
手
に
な
っ
て
い
く
。

そ
れ
を
見
て
い
る
の
が
楽
し
い
」
と
劇

団
の
魅
力
を
語
り
ま
す
。
現
在
、
団
員

は
12
人
。
川
島
さ
ん
は「
配
役
を
変
え

る
と
、
ま
た
違
っ
た
イ
メ
ー
ジ
の
劇
に

な
る
の
が
劇
団
☆
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ａ
の
魅

力
で
す
。
誰
が
ど
の
役
を
や
っ
て
も
、

い
い
舞
台
に
な
る
」と
話
し
て
い
ま
す
。

共
感
を
呼
ぶ
、
シ
ニ
ア
の
劇
団

元
気
な
仲
間
た
ち

「
劇
団
☆
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ａ
」で
は
、

一
緒
に
活
動
し
て
く
れ
る
仲
間
と
公
演
依
頼
を
大
募
集
！

お
気
軽
に
下
記
の
連
絡
先
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

大 泉 町

「劇団☆ASHITA」
シニアの“あした”を演劇で考える。
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傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ふ
じ
お
か
は
、

藤
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
呼
び
か

け
、
平
成
20
年
に
発
足
し
ま
し
た
。
県

が
主
催
し
た
平
成
18
年
度
講
座
に
４
人

が
参
加
し
、
傾
聴
の
技
法
と
技
能
を
学

ん
だ
こ
と
が
発
足
の
き
っ
か
け
に
な
っ

た
と
い
い
ま
す
。

　
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
悩
み
や
寂
し

さ
を
抱
え
る
人
の
話
し
相
手
と
な
る
活

動
で
す
。
発
足
当
時
は
、
傾
聴
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
認
知
度
が
低
く
、
な
か
な
か

受
け
入
れ
て
も
ら
え
る
施
設
は
少
な

か
っ
た
そ
う
で
す
。
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
活
動
と
評
判
は
徐
々
に
広
ま
り
、

定
期
的
に
施
設
や
在
宅
の
お
年
寄
り
を

訪
問
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
発
足
か
ら
15
年
に
渡
っ
て
会
長
を
務

め
た
根
岸
正
司
さ
ん
は「
順
調
に
や
れ

て
き
た
わ
け
で
は
な
い
け
れ
ど
、
会
員

の
皆
さ
ん
が
協
力
し
て
く
れ
て
、
施
設

な
ど
が
自
分
た
ち
の
活
動
を
理
解
し
て

く
れ
、
県
財
団
や
社
協
の
サ
ポ
ー
ト
を

い
た
だ
き
、
今
日
が
あ
る
」
と
こ
れ
ま

で
の
活
動
を
振
り
返
り
ま
す
。

　
20
代
の
頃
か
ら
人
に
寄
り
添
う
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
興
味
が
あ
っ
た
と
い
う

中
山
昭
子
さ
ん
は
、
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
養
成
講
座
が
太
田
市
で
開
か
れ
る
こ

と
を
知
り
、
受
講
し
傾
聴
に
お
け
る
会

話
の
技
術
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。「
お

年
寄
り
の
話
を
聴
か
せ
て
い
た
だ
く
と

連絡先 　藤岡市社会福祉協議会　住所：藤岡市藤岡1485　電話：0274-22-5647

い
う
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
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を
通
し

て
、
人
の
話
を
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け
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分
に
な
れ
ま
し

た
」
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ん
。
田
中
恭
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さ
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は
「
お
年
寄
り
か
ら
聴
か
せ
て
い
た
だ
い

た
お
話
は
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で

す
。
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講
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受
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、
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に
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る
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に
や
り

が
い
を
感
じ
て
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ま
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と
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し
ま
す
。

　
現
在
会
員
は
27
名
で
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。
会
員
た
ち

は
誰
か
の
役
に
立
ち
た
い
と
い
う
思
い
を

抱
い
て
い
ま
す
が
、コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、こ

こ
５
年
近
く
、
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ラ
ン
テ
ィ
ア
活
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が
で

き
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
根
岸
さ

ん
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ら
会
長
を
引
き
継
い
だ
小
林
加
代

子
さ
ん
は
「
核
家
族
化
、
独
り
暮
ら
し
、

老
々
介
護
、
施
設
入
居
な
ど
が
増
え
る

中
、
今
、
話
し
相
手
を
求
め
て
い
る
人
が

多
い
と
実
感
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
を

待
っ
て
い
て
く
だ
さ
る
方
の
と
こ
ろ
へ
、
私

た
ち
の
思
い
を
届
け
ら
れ
る
日
が
一日
も

早
く
訪
れ
る
こ
と
を
願
い
な
が
ら
、
今

で
き
る
こ
と
を
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

心
に
寄
り
添
う
、
話
し
相
手
に

元
気
な
仲
間
た
ち

「
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

ふ
じ
お
か
」で
は
、

一
緒
に
活
動
し
て
く
れ
る
仲
間
を
大
募
集
！

お
気
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に
下
記
の
連
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先
ま
で
お
問
い
合
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せ
く
だ
さ
い
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に
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生
の
指
導
を
受
け
な
が

ら
、
ど
ん
ど
ん
上
手
に
な
っ
て
い
く
。

そ
れ
を
見
て
い
る
の
が
楽
し
い
」
と
劇

団
の
魅
力
を
語
り
ま
す
。
現
在
、
団
員

は
12
人
。
川
島
さ
ん
は「
配
役
を
変
え

る
と
、
ま
た
違
っ
た
イ
メ
ー
ジ
の
劇
に

な
る
の
が
劇
団
☆
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ａ
の
魅

力
で
す
。
誰
が
ど
の
役
を
や
っ
て
も
、

い
い
舞
台
に
な
る
」と
話
し
て
い
ま
す
。
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感
を
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ぶ
、
シ
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の
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団
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仲
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ち

「
劇
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Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ａ
」で
は
、

一
緒
に
活
動
し
て
く
れ
る
仲
間
と
公
演
依
頼
を
大
募
集
！

お
気
軽
に
下
記
の
連
絡
先
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

大 泉 町

「劇団☆ASHITA」
シニアの“あした”を演劇で考える。
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恋村シルバー人材センター
生きがいと　地域のニーズを　結びますシルバー人材センター訪問

た
仕
事
は
、
別
荘
の
掃
除
。「
も
と
も

と
徹
底
的
に
掃
除
を
し
た
い
性
格
な
の

で
、
徹
底
的
に
掃
除
を
し
た
ら
、
き
れ

い
に
な
っ
て
よ
か
っ
た
と
言
っ
て
も
ら

え
て
、
う
れ
し
い
し
、
や
り
が
い
が
あ

る
し
、
楽
し
く
な
っ
た
」と
笑
い
ま
す
。

現
在
は
、
別
荘
の
掃
除
の
ほ
か
、
嬬
恋

村
の
観
光
名
所
の
一
つ
、「
愛
妻
の
丘
」

の
ト
イ
レ
清
掃
を
担
当
。
交
流
会
も
積

極
的
に
参
加
し
、
会
員
同
士
の
交
流
も

楽
し
ん
で
い
ま
す
。

毎
年
恒
例
の
門
松
作
り

　
門
松
作
り
を
し
て
い
る
の
も
、
嬬
恋

村
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
な
ら
で
は

で
す
。
毎
年
恒
例
で
、
８
月
お
盆
過

ぎ
か
ら
竹
や
わ
ら
の
材
料
仕
入
れ
を
始

め
、秋
に
村
内
の
回
覧
板
を
利
用
し
て
、

注
文
を
取
り
、
12
月
に
入
っ
て
、
会
員

が
集
ま
り
、
門
松
作
り
を
始
め
ま
す
。

種
類
は
３
種
類
。
一
番
大
き
な
も
の
で

１
メ
ー
ト
ル
40
セ
ン
チ
、
家
庭
用
の
20

セ
ン
チ
の
ミ
ニ
門
松
も
あ
り
ま
す
。

会
員
さ
ん
は
元
気
に
活
躍

　
シ
ル
バ
ー
歴
30
年
に
な
る
の
が
、
原

田
芳
和
さ
ん
で
す
。
草
刈
り
の
ほ
か
、

障
子
・
襖
・
網
戸
張
り
も
こ
な
す
大

ベ
テ
ラ
ン
で
、
手
工
芸
交
流
会
で
も
活

躍
し
て
い
ま
す
。
シ
ル
バ
ー
の
中
で
一

番
器
用
な
人
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
ほ

か
、
竹
細
工
、
写
真
と
趣
味
も
多
彩
で

す
。「
シ
ル
バ
ー
に
入
っ
て
よ
か
っ
た

夏
か
ら
秋
に
仕
事
が
集
中

　
嬬
恋
村
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

は
、
社
会
福
祉
法
人
嬬
恋
村
社
会
福
祉

協
議
会
が
運
営
し
て
い
ま
す
。
主
な
仕

事
は
、
草
刈
り
、
薪
割
り
、
農
作
業
、

剪
定
、
室
内
外
清
掃
、
落
ち
葉
掃
き

な
ど
で
、
特
に
、
別
荘
関
連
の
仕
事
が

多
い
の
が
特
徴
で
す
。「
避
暑
の
た
め

に
別
荘
に
来
ら
れ
る
お
客
さ
ん
の
た
め

に
、
別
荘
の
草
刈
り
や
掃
除
の
仕
事
は

夏
休
み
が
始
ま
る
前
ま
で
に
終
え
て
お

く
必
要
が
あ
る
の
で
、
夏
か
ら
秋
に
か

け
て
が
、
非
常
に
忙
し
い
時
期
で
す
」

と
話
す
の
は
、
同
協
議
会
地
域
福
祉
グ

ル
ー
プ
の
宮
﨑
達
也
さ
ん
で
す
。
夏
か

ら
秋
に
仕
事
の
依
頼
が
集
中
す
る
一
方

で
、
冬
は
ほ
と
ん
ど
仕
事
が
な
い
状
態

に
な
る
そ
う
で
す
。

　
冬
は
切
り
絵
や
竹
工
芸
、
Ｐ
Ｐ
バ
ン

ド
を
使
っ
た
バ
ッ
グ
作
り
な
ど
、
手
工

芸
を
通
し
た
会
員
同
士
の
交
流
会
が
頻

繁
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。「
こ
の
交
流

会
も
シ
ル
バ
ー
の
楽
し
み
の
一
つ
な
の

よ
」と
話
す
の
は
、
山
﨑
勝
子
さ
ん
で

す
。
令
和
元
年
に
入
会
し
た
山
﨑
さ
ん

は
、
友
人
か
ら
の
シ
ル
バ
ー
入
会
へ
の

誘
い
を
何
年
も
断
り
続
け
て
い
た
そ
う

で
す
。「
年
齢
的
に
は
シ
ル
バ
ー
な
の

で
す
け
ど
、
気
持
ち
的
に
は
ま
だ
ま
だ

と
い
う
気
持
ち
が
あ
っ
て
、
ち
ょ
っ
と

シ
ル
バ
ー
に
抵
抗
が
あ
り
ま
し
た
」と

当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。
初
め
て
受
け

　嬬恋村は群馬県の最北西部に位置し、日本百名山で
も知られる浅間山、四阿山、白根山に囲まれた高原の
村です。農業と観光が主軸で、冷涼な気候を活用した
夏秋キャベツは出荷量日本一を誇ります。観光面では、
昭和40年代から別荘地開発が始まり、浅間山麓には約7

と
思
う
の
は
、
仕
事
を
し
て
お
客
さ

ん
に
喜
ば
れ
た
時
で
す
ね
」と
原
田

さ
ん
。
85
歳
と
な
っ
た
現
在
も
、
自

前
の
草
刈
り
機
と
ブ
ロ
ワ
ー
を
駆
使

し
て
、
草
刈
り
の
仕
事
に
励
ん
で
い

ま
す
。

　
運
営
委
員
で
も
あ
る
黒
岩
登
さ

ん
は
、
会
員
た
ち
を
ま
と
め
る
リ
ー

ダ
ー
的
存
在
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま

す
。「
仕
事
は
き
っ
ち
り
や
る
」が
モ
ッ

ト
ー
の
黒
岩
さ
ん
。「
安
い
高
い
は
別

と
し
て
も
、
お
金
を
い
た
だ
い
て
仕

事
を
し
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
そ

れ
に
見
合
う
、良
い
仕
事
を
し
ま
し
ょ

う
」と
会
員
た
ち
に
声
を
か
け
、
士
気

を
高
め
て
い
る
そ
う
で
す
。「
仕
事
を

し
て
い
る
時
は
、
職
場
の
仲
間
し
か

い
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
シ
ル
バ
ー

に
入
っ
て
、
地
域
の
仲
間
が
増
え
た

こ
と
は
、
自
分
に
と
っ
て
の
財
産
に

な
り
ま
し
た
」と
話
す
黒
岩
さ
ん
は
、

人
間
は
動
か
な
い
と
ダ
メ
、
毎
日
家

に
い
た
ら
ダ
メ
だ
と
感
じ
て
い
る
そ

う
で
、「
シ
ル
バ
ー
に
は
定
年
が
な
い

で
す
か
ら
、
自
分
が
動
け
る
う
ち
は
、

こ
こ
に
来
て
仕
事
が
で
き
ま
す
。
仕

事
を
し
て
い
る
と
、
何
も
か
も
忘
れ

て
楽
し
く
や
れ
る
。
こ
れ
が
元
気
の

源
だ
と
思
い
ま
す
」と
話
し
ま
す
。

　
原
田
さ
ん
は
85
歳
、
黒
岩
さ
ん
は

82
歳
、
山
﨑
さ
ん
は
80
歳
で
す
。
嬬

恋
村
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会

員
は
、
と
に
か
く
元
気
で
す
。

千棟の別荘が建ち並んでいます。
　「嬬恋村シルバー人材センター」は、社会福祉法人嬬
恋村社会福祉協議会が運営しています。会員数は47名

（男性35名、女性12名）。平均年齢は76歳です。

10



①会員 黒岩登さん
②会員 山嵜勝子さん
③会員 原田芳和さん
④農作業
⑤屋外清掃
⑥交流会・PPバンドのバッグ作り
⑦PPバンドを使ったバッグ
⑧門松作り
⑨嬬恋村シルバー人材センターの皆さん
⑩草刈り作業
⑪門松
⑫嬬恋村社会福祉協議会 宮嵜達也さん

❼

❷

❽

❶

❾

❹

❺

❻

101112

❸

11

〒377-1612　吾妻郡嬬恋村大字大前1110-1　TEL.0279-96-1611 FAX.0279-96-1656

恋村シルバー人材センター
生きがいと　地域のニーズを　結びますシルバー人材センター訪問

た
仕
事
は
、
別
荘
の
掃
除
。「
も
と
も

と
徹
底
的
に
掃
除
を
し
た
い
性
格
な
の

で
、
徹
底
的
に
掃
除
を
し
た
ら
、
き
れ

い
に
な
っ
て
よ
か
っ
た
と
言
っ
て
も
ら

え
て
、
う
れ
し
い
し
、
や
り
が
い
が
あ

る
し
、
楽
し
く
な
っ
た
」と
笑
い
ま
す
。

現
在
は
、
別
荘
の
掃
除
の
ほ
か
、
嬬
恋

村
の
観
光
名
所
の
一
つ
、「
愛
妻
の
丘
」

の
ト
イ
レ
清
掃
を
担
当
。
交
流
会
も
積

極
的
に
参
加
し
、
会
員
同
士
の
交
流
も

楽
し
ん
で
い
ま
す
。

毎
年
恒
例
の
門
松
作
り

　
門
松
作
り
を
し
て
い
る
の
も
、
嬬
恋

村
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
な
ら
で
は

で
す
。
毎
年
恒
例
で
、
８
月
お
盆
過

ぎ
か
ら
竹
や
わ
ら
の
材
料
仕
入
れ
を
始

め
、秋
に
村
内
の
回
覧
板
を
利
用
し
て
、

注
文
を
取
り
、
12
月
に
入
っ
て
、
会
員

が
集
ま
り
、
門
松
作
り
を
始
め
ま
す
。

種
類
は
３
種
類
。
一
番
大
き
な
も
の
で

１
メ
ー
ト
ル
40
セ
ン
チ
、
家
庭
用
の
20

セ
ン
チ
の
ミ
ニ
門
松
も
あ
り
ま
す
。

会
員
さ
ん
は
元
気
に
活
躍

　
シ
ル
バ
ー
歴
30
年
に
な
る
の
が
、
原

田
芳
和
さ
ん
で
す
。
草
刈
り
の
ほ
か
、

障
子
・
襖
・
網
戸
張
り
も
こ
な
す
大

ベ
テ
ラ
ン
で
、
手
工
芸
交
流
会
で
も
活

躍
し
て
い
ま
す
。
シ
ル
バ
ー
の
中
で
一

番
器
用
な
人
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
ほ

か
、
竹
細
工
、
写
真
と
趣
味
も
多
彩
で

す
。「
シ
ル
バ
ー
に
入
っ
て
よ
か
っ
た

夏
か
ら
秋
に
仕
事
が
集
中

　
嬬
恋
村
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

は
、
社
会
福
祉
法
人
嬬
恋
村
社
会
福
祉

協
議
会
が
運
営
し
て
い
ま
す
。
主
な
仕

事
は
、
草
刈
り
、
薪
割
り
、
農
作
業
、

剪
定
、
室
内
外
清
掃
、
落
ち
葉
掃
き

な
ど
で
、
特
に
、
別
荘
関
連
の
仕
事
が

多
い
の
が
特
徴
で
す
。「
避
暑
の
た
め

に
別
荘
に
来
ら
れ
る
お
客
さ
ん
の
た
め

に
、
別
荘
の
草
刈
り
や
掃
除
の
仕
事
は

夏
休
み
が
始
ま
る
前
ま
で
に
終
え
て
お

く
必
要
が
あ
る
の
で
、
夏
か
ら
秋
に
か

け
て
が
、
非
常
に
忙
し
い
時
期
で
す
」

と
話
す
の
は
、
同
協
議
会
地
域
福
祉
グ

ル
ー
プ
の
宮
﨑
達
也
さ
ん
で
す
。
夏
か

ら
秋
に
仕
事
の
依
頼
が
集
中
す
る
一
方

で
、
冬
は
ほ
と
ん
ど
仕
事
が
な
い
状
態

に
な
る
そ
う
で
す
。

　
冬
は
切
り
絵
や
竹
工
芸
、
Ｐ
Ｐ
バ
ン

ド
を
使
っ
た
バ
ッ
グ
作
り
な
ど
、
手
工

芸
を
通
し
た
会
員
同
士
の
交
流
会
が
頻

繁
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。「
こ
の
交
流

会
も
シ
ル
バ
ー
の
楽
し
み
の
一
つ
な
の

よ
」と
話
す
の
は
、
山
﨑
勝
子
さ
ん
で

す
。
令
和
元
年
に
入
会
し
た
山
﨑
さ
ん

は
、
友
人
か
ら
の
シ
ル
バ
ー
入
会
へ
の

誘
い
を
何
年
も
断
り
続
け
て
い
た
そ
う

で
す
。「
年
齢
的
に
は
シ
ル
バ
ー
な
の

で
す
け
ど
、
気
持
ち
的
に
は
ま
だ
ま
だ

と
い
う
気
持
ち
が
あ
っ
て
、
ち
ょ
っ
と

シ
ル
バ
ー
に
抵
抗
が
あ
り
ま
し
た
」と

当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。
初
め
て
受
け

　嬬恋村は群馬県の最北西部に位置し、日本百名山で
も知られる浅間山、四阿山、白根山に囲まれた高原の
村です。農業と観光が主軸で、冷涼な気候を活用した
夏秋キャベツは出荷量日本一を誇ります。観光面では、
昭和40年代から別荘地開発が始まり、浅間山麓には約7

と
思
う
の
は
、
仕
事
を
し
て
お
客
さ

ん
に
喜
ば
れ
た
時
で
す
ね
」と
原
田

さ
ん
。
85
歳
と
な
っ
た
現
在
も
、
自

前
の
草
刈
り
機
と
ブ
ロ
ワ
ー
を
駆
使

し
て
、
草
刈
り
の
仕
事
に
励
ん
で
い

ま
す
。

　
運
営
委
員
で
も
あ
る
黒
岩
登
さ

ん
は
、
会
員
た
ち
を
ま
と
め
る
リ
ー

ダ
ー
的
存
在
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま

す
。「
仕
事
は
き
っ
ち
り
や
る
」が
モ
ッ

ト
ー
の
黒
岩
さ
ん
。「
安
い
高
い
は
別

と
し
て
も
、
お
金
を
い
た
だ
い
て
仕

事
を
し
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
そ

れ
に
見
合
う
、良
い
仕
事
を
し
ま
し
ょ

う
」と
会
員
た
ち
に
声
を
か
け
、
士
気

を
高
め
て
い
る
そ
う
で
す
。「
仕
事
を

し
て
い
る
時
は
、
職
場
の
仲
間
し
か

い
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
シ
ル
バ
ー

に
入
っ
て
、
地
域
の
仲
間
が
増
え
た

こ
と
は
、
自
分
に
と
っ
て
の
財
産
に

な
り
ま
し
た
」と
話
す
黒
岩
さ
ん
は
、

人
間
は
動
か
な
い
と
ダ
メ
、
毎
日
家

に
い
た
ら
ダ
メ
だ
と
感
じ
て
い
る
そ

う
で
、「
シ
ル
バ
ー
に
は
定
年
が
な
い

で
す
か
ら
、
自
分
が
動
け
る
う
ち
は
、

こ
こ
に
来
て
仕
事
が
で
き
ま
す
。
仕

事
を
し
て
い
る
と
、
何
も
か
も
忘
れ

て
楽
し
く
や
れ
る
。
こ
れ
が
元
気
の

源
だ
と
思
い
ま
す
」と
話
し
ま
す
。

　
原
田
さ
ん
は
85
歳
、
黒
岩
さ
ん
は

82
歳
、
山
﨑
さ
ん
は
80
歳
で
す
。
嬬

恋
村
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会

員
は
、
と
に
か
く
元
気
で
す
。

千棟の別荘が建ち並んでいます。
　「嬬恋村シルバー人材センター」は、社会福祉法人嬬
恋村社会福祉協議会が運営しています。会員数は47名

（男性35名、女性12名）。平均年齢は76歳です。

10



終
了

終
了

終
了

13

終
了

終
了

終
了

12



終
了

終
了

終
了

13

終
了

終
了

終
了

12



警察相談専用電話

＃9110（24時間）
振り込め詐欺被害防止ホットライン

☎027-224-5454（24時間）

特殊詐欺かなと思ったら

不安に感じたり、お困りの際は、
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

お住まいの地域の消費生活センターまたは消費者ホットライン（局番なしの「188
4 4 4

（イヤヤ
4 4 4

）」）
などの相談窓口へお気軽にご相談ください。

　元気に活動されている高齢者や高齢者グ
ループをご存じでしたらご紹介ください。

（自薦、他薦は問いません）
　右側のQRコードからアクセスしたアン
ケートの中に記入欄もございますので、ご
活用ください。

情報誌「ときめき群馬」は全ページを当財団ホームページに掲載し、
パソコンやスマートフォンから手軽に見ていただく事ができます。

こちらから

よりよい誌面とするためにアンケートにご協力ください。

WEBアンケート
簡単３ステップ

スマホで簡単アクセス！
左のQRコードからアンケートペー
ジへお進みください。

アンケートはこちらから！

ステップ１
スマホでQR
コードを読
み取る

ステップ２
アンケートに
答える（所要
時間約３分）

ステップ３
〈送信〉ボタ
ンを押して
終了！

情報誌「ときめき群馬」秋号No.111 アンケート

お申し込み・空き情報、価格などお問い合わせは TEL 027-255-6511 Eメール gunshiren@sjc.ne.jp

情報誌「ときめき群馬」に広告掲載を希望する企業・団体
などを募集しています。詳しくはお問い合わせください。

◆発行部数　各号12,000部
◆�配布先　当財団の事業の参加者・市町村老人クラブ、
シルバー人材センターなどの高齢者の方が集う組織。
　�県内の金融機関・医療機関・公民館・図書館・老人福
祉施設・公営温泉場・文化施設等に来所した方の閲覧
用冊子として発行の都度お送りしています。

情報誌「ときめき群馬」に広告を掲載しませんか？

１区画 ２区画

※ �QRコードは株式会社デンソーウェーブの
登録商標です。

15

QRコードを読み取ってみよう♪QRコードを読み取ってみよう♪

WebページのURL を手入力せずに、簡単にアクセスするために良く使われているこの画像。
使えるようになると、いろいろな情報が簡単に見られるようになります。
安全なサイトを上手に閲覧して、快適に楽しみましょう。

※QRコードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

iPhone( アイフォン )での読み取り方 android( アンドロイド )での読み取り方

カメラを起動する カメラを起動する

QRコードにカメラを向けると

URL が
表示されるのでタップする

アプリがみつからない
場合はこのアプリから

起動すると
←この画面

※スマートフォンの機種によっても操作方法が違う場合があります。

カメラのアプリで読み
取れない場合はこのア
プリをタップする

どちらかをタップすると
サイトやメールが開きます

上部のポップアップを
タップする

黄色いバーが表示され
るのでタップする

下のQRコードを読み取って
「群馬県長寿社会づくり財団」の
ホームページを見てみましょう。

ここをタップ

検索をタップ

14
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トピックス

　相手の立場になって話を聴く「傾聴」について必要な知識、技術を学
び、地域で活動する傾聴ボランティアの育成を目的に桐生市で２日間
実施しました。
　桐生市を中心に26名が話を聴くスキルを身につけました。
　参加者は３名のグループになり、聴き手、話し手、観察者の役割を分
担し、話を聴く状況を想定しロールプレイを行いました。
　参加者は、「お話し相手に寄り添う事は思った以上に難しい」、「つい
話を聴いているとアドバイスをしてしまった」など、傾聴の難しさを
感じていました。
　講師は、相手の話を否定せず受け止めることで、「私のことをわかっ
てくれた」と感じてもらうことが一番大切だと話しました。
【参加者の声】
・近所の人との会話で役立ちそうです。
・�傾聴ボランティア活動を実践していますが、基本を再
確認し我流になっていた事が修正できました。
・何十年かぶりに学ぶことができて新鮮でした。

シニア傾聴ボランティア養成講座
桐生会場　６月19日（月）、26日（月）

　元気な高齢者の社会参加及び生活支援の担い手となる人材の養成に役
立てていただくために開催しました。
　チェアヨガは、シニア向けに改良されたヨガで、椅子を最大限に活用し、
椅子に座ったまま無理なく安全に身体を動かしていくので、立っている
のがつらい人や運動や歩行が難しい人でも行うことができるヨガです。
　講師からチェアヨガの効果や注意事項についての説明後、シニアはも
ちろん、デスクワークで肩甲骨まわりが硬くなっている人にもおすすめ
のタオル体操を行いました。また、サロン活動や自宅での健康管理に役立
つプログラム「15分のチェアヨガ」について、ゆっくりと深い呼吸をしな
がら、７つの動作を確認していきました。
【参加者の声】
・やりやすいヨガで続けられそうと思いました。
・地域のサロンやミニデイなどで行っていけたら良いと思っています。
・無理なくできるので家族や友人にも伝えて毎日実施したいです。
・�先生の説明がゆっくりと何回も繰り返しで丁寧なアドバ
イスでとてもわかりやすかったです。ありがとうござい
ました。

チェアヨガ講座
伊勢崎会場　６月29日（木）、30日（金）

17

当財団で行った事業を写真で紹介します
☆QRコードを読み取ると講座の様子が動画で見られます

トピックス

　フレイルを予防し、健康寿命の延伸に役立てていただくために開催
しました。
　ウォーキングは自己流で行っている人も多く、間違った方法で続け
ると膝や体全体への負担を誘発したり、思わぬ怪我につながる恐れも
あります。
　この講座では、病気を予防するための１日の歩数と運動強度を意識
した活動時間との関係、体幹トレーニング、股関節や腰部のストレッ
チ、ウォーキング時の正しい姿勢について、実践的に学びました。
　参加者は、視線、歩幅、腕の振り方などを確認しながら、効果的に
ウォーキングを行う方法を身につけていきました。
【参加者の声】
・楽しかったので、また企画してほしいです。
・これからの健康づくりに役立てたいと思います。
・�体が硬いので、教えてもらったことを毎日行っていき
たいです。
・�歩く姿勢や筋肉を意識して、ウォーキングを続けてい
きたいと思います。

　元気な高齢者の社会参加及び地域の支えあい活動の担い手として
の活躍を推進する一方で、要支援者の増加を抑制し、高齢者が元気で
いつまでも社会との関わりを持つことができる、明るく活力のある長
寿社会の実現を目指し、介護予防推進のボランティア活動等に役立つ
実用的な講座を開催しました。
　集団レクリエーションの実践では、ボールを使って隣の人に片手や
両足でボールを落とさないように渡したり、新聞紙を丸めてボールを
作り、味方の二人が広げて持った新聞紙でキャッチするといった運動
や印刷された文字の漢字を各グループに配り、四文字熟語を完成させ
るゲームをしました。
　参加者は「早く早く！」「勝った！」「次はがんばろ」「四文字熟語って
覚えてるもんだね」と言いながら参加者同士の絆を深めていました。

詳しい講座の様子はYouTubeをご覧ください。

ウォーキング講座
昭和会場　５月22日（月）、30日（火）

福祉レクリエーション講座
太田会場　５月24日（水）、31日（水）

16



トピックス
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トピックス

若返りリトミック講座
安中・榛東・中之条会場　７月10日（月）～12日（水）

　音楽を楽しみながら心身の若返りと認知症の予防を図るため、「あたま」
「こころ」「からだ」の３つの若返りの手法とその効果を習得しました。
【参加者の声】
・�レパートリーが増えて役に立つと思います。孫とも楽しんでみます。
・�楽しく実りのある時間を過ごす事ができ、暑さを忘れてしまいました。
・�週に１回のボランティア活動で早速覚えたことを実践してみようと思います。
・『青春時代』を胸に日々楽しんで生きていこうと思います。
・�あっという間の２時間でした。２チームに分かれたり色わけのところで楽器を
使ったり、いろいろな工夫があることがわかり勉強になりました。
・介護予防サポーターの活動で役立てます。
・�高齢者サロン等で活用できる講座に関心があります。以前やったものでも復習になるので有難いです。

　群馬県庁昭和庁舎「正庁の間」において、「2023年度（公財）日本生命
財団による生き生きシニア活動顕彰」の贈呈式が行われました。
　この顕彰は「高齢者が主体となって行う地域・社会貢献活動に対し
て都道府県知事の推薦によって顕彰し、地域活動の輪を広げる」とい
うニッセイ財団の趣旨に基づいて贈呈されるものです。
　今年度は当財団のグループ登録をしている渋川市の「えみの会」を
推薦し受贈となりました。
　「えみの会」は健康で素敵に歳を重ねる事を目的としています。
　会の活動はまだ日が浅いですが、参加している人たちが自発的に体
力づくりをして健康寿命を延ばそうと楽しみながら活動しています。
初めは28人だった会員が現在は70人ほどになりました。
　代表者の二宮昭子さんは、「車椅子の方や杖の方でも参加できる会
にしていきたい」と、喜びの言葉とともに今後の活動への意欲を燃や
していました。

日本生命財団による
生き生きシニア活動顕彰
７月14日（金）

19

トピックス

　フレイルを予防し、健康寿命の延伸に役立てていただくために開催
しました。
　ノルディックウォーキングは、両手に専用のポールを持って歩くこ
とで、腕や上半身の筋肉を使う全身運動のため、効果的に有酸素運動
が出来、転倒やフレイル予防が期待できます。
　NPO法人日本ノルディックウォーキング協会認定インストラク
ターから、専用のポールの握り方、基本の歩き方、歩く前の準備運動、
歩いた後の整理運動など、ノルディックウォーキングの基礎を学びま
した。
　参加者は、ポールの使い方について、講師の指導を受けながら、正し
い歩行姿勢を意識して歩くことができました。
【参加者の声】
・とても良い講座でした。
・�体力を維持するために毎日短時間でもやっていきたいと思います。
・歩行補助に活かしていきたいです。
・�ポールを購入し日常的に使って、ノルディックウォー
キングをしたいと思います。

　指先を動かすことで認知症予防が期待でき、さらに健康寿命の延伸
も期待される話題の「ｅスポーツ」を実際に体験し、併せてその効果を
検証するための測定調査も実施しました。
　講座内では、「太鼓の達人」に挑戦し、練習後に３人ひと組でのチー
ム対抗戦をして大変盛り上がりました。ほとんどの参加者は初めての
体験で、最初は難しく感じた方も多かったですが、何度か練習すると
だんだんコツをつかみ、リズムに合わせて太鼓をたたくことができ、
皆さん楽しみながらやっている様子が伝わってきました。
【参加者の声】
・初めての体験でしたが、とても楽しく、良かったです。
・�今回の講座は大変楽しかったです。活用する方向でもう一度体験し
てみたいです。
・地域の長寿会でみんなに紹介したいと思います。

ノルディックウォーキング講座
板倉会場　５月26日（金）、６月２日（金）

シニアのeスポーツ講座
館林会場　６月21日（水）
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家事支援講習
館林会場　7月19日（水）、20日（木）、21日（金）

　当講習は、家事支援に必要な調理･清掃･介護の基礎的知識と技能を
習得し、シルバー人材センターでの関連業務等への就業を目指す方を
対象者として「館林市郷谷公民館」にて開催しました。
　【調理分野】では、調理実習・栄養と食品衛生についての講義。
　【清掃分野】では、清掃についての講義や雑巾の絞り方から掃除道具
の使い方など、清掃作業の基本の実技指導。
　【介護分野】では、高齢者世帯への介護接遇マナーや福祉に関する心
構え等、各分野における講師の先生とコミュニケーションを取りなが
ら、実践に役立つ知識・技能を学びました。
【参加者の声】　
・�大変満足でした。これを機会に今後のシルバー人材センターでの就
業に役立てたいと思います。
・講師の方の実際の体験談が参考になり、分かりやすかったです。

　当講座は事業所や公園、個人宅における樹木及び緑地の手入れ管理
に必要となる剪定技術、道具の使い方、安全作業などの知識と技能の
習得を目的として、さらにシルバー人材センターでの就業を目指す方
を対象に、「地域づくりセンター藤岡」にて開催しました。
　座学では安全確保について自己の安全、周囲への安全について、ま
た庭の手入れについて、実技講習では玉物の剪定、生垣の剪定のしか
たのほか、すかしの作り方、方法など剪定に必要な基礎知識を学びま
した。
　道具の使い方、手入れの方法では実際に刈込鋏を使用して刃研ぎを
行いました。
【参加者の声】
・�講師の先生の説明もわかりやすく、疑問点の質問にも丁寧に解説し
てもらい知識を広げることができました。実技講習の時間も長く初
心者には大変ありがたいです。
・�剪定技術の奥深さを知り、美しい庭造りの知識を学び満足度の高い
講習でした。

庭木剪定講習
藤岡会場　６月29日（木）、30日（金）
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　群馬県社会福祉総合センターにおいて、「令和５年度群馬県シルバー人材センター連合会定期総会」が開催されました。
　開会にあたり、群馬県シルバー人材センター連合会　萩原会長の挨拶をはじめ、厚生労働省群馬労働局　職業安定部　青
野部長、群馬県産業経済部　大久保部長（代理　金子労働政策課長）にご祝辞をいただきました。
　続いて、当連合会の運営に関し顕著な功績があった功労者に対し表彰式を執り行い、役員表彰は４名、職員表彰は７名、合
計11名の方に賞状と記念品を贈りました。
　受賞された皆様の今までの功績に敬意を表するとともに、心からの感謝を申し上げます。
　なお、議案審議では「有料職業紹介事業に関する規程の一部改正」、「令和４年度事業報告・収支決算」について、原案どおり
承認されました。

　今回の庭木剪定初心者講習は、過去の庭木剪定講習の参加者からの
「初心者」を対象にした講習を開いてほしいとの要望を受け、本年度新
たに取り入れた講習です。
　当講習は、樹木の剪定作業の経験がない方や浅い方が対象で、剪定
技術の基本ならびに剪定道具の使い方等の基礎的知識・技能の習得を
目的に開催しました。
【講習の内容】（抜粋）
　「剪定作業に入る前の安全対策」、「剪定道具の種類、使い方、手入れ
の方法」、「手の届かない木の剪定作業に必要な三脚の立て方」、「翌年
の花付きを良くする花ガラ摘みの方法」、「剪定する枝の選び方、枝の
切り方」、「三脚等の剪定作業に使用する道具類を車の荷台に固定する
ロープの結び方」等公園内にある樹木を教材として使用しながら実習
を中心に学びました。
【参加者の声】
・�大いに役立ちました。シルバー人材センターに入会し、就業したいと
思います。
・�講師の先生の指導が具体的で大変参考になりました。このような講
習がまたあるのならば参加したいです。

群馬県シルバー人材センター連合会定期総会（役職員表彰）
６月16日（金）

庭木剪定初心者講習
伊勢崎会場　６月14日（水）、15日（木）
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月
に
、
昌
賢
学
園
ま
え
ば
し

ホ
ー
ル
（
前
橋
市
民
文
化
会
館
）
で
開
催
す
る

「
と
き
め
き
美
術
展
」
の
出
品
作
品
を
募
集
し

ま
す
。

　
こ
の
美
術
展
は
令
和
６
年
10
月
に
鳥
取
県

で
開
催
さ
れ
る「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
は
ば
た
け

鳥
取
２
０
２
４
美
術
展
」の
出
品
作
品
選
考
会

を
兼
ね
て
い
ま
す
。

▼
募
集
部
門
　

・
日
本
画（
水
墨
画
含
む
）

・ 

洋
画（
油
絵
、
ア
ク
リ
ル
画
、
水
彩
、
素
描
、
版

画
、パ
ス
テ
ル
画
な
ど
）

・
彫
刻（
木
、石
、土
、石
膏
な
ど
）　

・ 

工
芸（
陶
芸
、染
織
、漆
芸
、金
工
、木
竹
、人
形
、

屏
風
、そ
の
他
の
工
芸
品
）

・ 

書（
漢
字
、か
な
、て
ん
刻
、調
和
体
、前
衛
、刻

字
）

・ 

写
真（
カ
ラ
ー
、モ
ノ
ク
ロ
の
単
写
真
）（
画
像

加
工
処
理
不
可
）

※
出
品
作
品
は
未
発
表
の
も
の
（
公
募
展
、
コ

ン
ク
ー
ル
等
で
の
受
賞
歴
が
な
い
作
品
）で
一

人
１
点
と
し
ま
す
。
ま
た
、
作
品
の
搬
入
、
搬

▼
定
員
　
15
人（
定
員
超
過
の
場
合
は
選
考
）

▼
申
込
期
限
　
10
月
23
日（
月
）

松
剪
定
・
生
垣
・
竹
垣
講
習

（
西
毛
・
甘
楽
会
場
）参
加
者
募
集

▼
期
日
　
11
月
21
日（
火
）・
22
日（
水
）

▼
時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

▼
会
場
　
甘
楽
総
合
公
園（
甘
楽
郡
甘
楽
町
小

幡
）

▼
定
員
　
15
人（
定
員
超
過
の
場
合
は
選
考
）

▼
申
込
期
限
　
11
月
７
日（
火
）

【
共
通
事
項
】

▼
対
象

○
県
内
在
住
の
60
歳
以
上
で
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
入
会
希
望
者

○
職
種
転
換
や
就
業
を
希
望
す
る
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
会
員

▼
費
用
　
無
料

▼
申
込
方
法
　
電
話
、
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

希
望
講
習
名
（
会
場
名
）、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

生
年
月
日
、
性
別
、
住
所
、
電
話
番
号
を
、
当

財
団
ま
た
は
お
近
く
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
各
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
連
絡
先
は
、

12
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

出
、梱
包
に
要
す
る
費
用
は
出
品
者
の
負
担
と

な
り
ま
す
。

▼
応
募
資
格
　
県
内
在
住
で
、昭
和
40
年
４
月

１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
ア
マ
チ
ュ
ア
の
方

▼
応
募
方
法
　
所
定
の「
と
き
め
き
美
術
展
出

品
申
込
書
」
に
出
品
部
門
、
住
所
、
氏
名
、
生
年

月
日
、性
別
、電
話
番
号
を
明
記

▼
応
募
用
紙
配
布
場
所
　
市
役
所
・
町
村
役

場
、公
民
館
、図
書
館
、当
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://www.gunm
a-long.or.jp/

）
か
ら
も
入

手
で
き
ま
す
。

▼
費
用
　
無
料

▼
応
募
期
限
　
12
月
28
日（
木
）必
着

▼
そ
の
他
　
出
品
規
格
や
ご
不
明
な
点
は
、お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
高
齢
者
活
躍
人
材
確
保
育
成
事
業
■

庭
木
剪
定
初
心
者
講
習

（
桐
生
会
場
）参
加
者
募
集

　
樹
木
の
剪
定
作
業
の
経
験
が
少
な
い
方
や

浅
い
方
を
対
象
に
剪
定
技
術
の
基
本
な
ら
び

に
剪
定
道
具
の
使
い
方
等
の
基
礎
的
知
識
・
技

能
を
習
得
し
、シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
の

就
業
を
目
指
し
ま
す
。

▼
期
日
　
10
月
16
日（
月
）・
17
日（
火
）

▼
時
間
　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

▼
会
場
　
桐
生
市
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー（
桐
生

市
相
生
町
）

▼
定
員
　
15
人（
定
員
超
過
の
場
合
は
選
考
）

▼
申
込
期
限
　
９
月
21
日（
木
）

庭
木
剪
定
初
心
者
講
習

（
邑
楽
会
場
）参
加
者
募
集

▼
期
日
　
11
月
１
日（
水
）・
２
日（
木
）

日
程
等
は
都
合
に
よ
り
延
期
、中
止
ま
た

は
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
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「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
講
座（
富
岡
会
場
）」

参
加
者
募
集

　
正
し
い
姿
勢
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
効
果
的

に
行
う
方
法
を
講
義
と
実
技
を
通
し
て
学
び

ま
す
。

▼
期
日
　
11
月
７
日（
火
）・
14
日（
火
）

▼
時
間
　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

▼
会
場
　
富
岡
市
も
み
じ
平
総
合
公
園
市
民

体
育
館（
富
岡
市
上
黒
岩
）

▼
講
師
　
健
康
運
動
指
導
士
　
斉
藤
智
子
さ

ん▼
対
象
　
お
お
む
ね
50
歳
以
上
で
、
県
内
在
住

の
方

▼
定
員
　
30
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽

選
）

▼
参
加
費
　
５
０
０
円

▼
申
込
期
限
　
10
月
24
日（
火
）必
着

▼
申
込
方
法
　
電
話
、郵
送
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、ま

た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
、「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
講
座（
富

岡
会
場
）」希
望
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名（
ふ

り
が
な
）、年
齢
、性
別
、電
話
番
号
、受
講
動
機

を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

「
美
味
し
い
コ
ー
ヒ
ー
の
淹
れ
方
講
座

（
邑
楽
会
場
）」参
加
者
募
集

　
退
職
後
の
シ
ニ
ア
の
方
を
地
域
に
呼
び
込

む
一
つ
の
き
っ
か
け
と
す
る
た
め
に
美
味
し

い
コ
ー
ヒ
ー
の
淹
れ
方
を
学
び
ま
す
。
コ
ー

ヒ
ー
を
き
っ
か
け
に
地
域
の
繋
が
り
や
交
流

の
輪
を
ひ
ろ
げ
、居
場
所
づ
く
り
を
支
援
し
ま

す
。

▼
期
日
　
11
月
15
日（
水
）・
22
日（
水
）

▼
時
間
　
午
前
10
時
〜
正
午

▼
会
場
　
邑
楽
町
役
場（
邑
楽
町
大
字
中
野
）

▼
講
師
　
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｊ
コ
ー
ヒ
ー
マ
イ
ス
タ
ー

▼
対
象
　
お
お
む
ね
50
歳
以
上
で
、
県
内
在
住

の
方

▼
定
員
　
20
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽

選
）

▼
参
加
費
　
５
０
０
円

▼
申
込
期
限
　
11
月
１
日（
水
）必
着

▼
申
込
方
法
　
電
話
、郵
送
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、ま

た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
、「
美
味
し
い
コ
ー
ヒ
ー
の

淹
れ
方
講
座
（
邑
楽
会
場
）」
希
望
、
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、
性
別
、
電
話

番
号
、受
講
動
機
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

第
32
回
ぐ
ん
ま
と
き
め
き
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

　
創
作
活
動
を
通
し
て
、シ
ニ
ア
の
社
会
参
加
、

生
き
が
い
づ
く
り
を
応
援
す
る
た
め
に
開
催

し
ま
す
。

【
総
合
開
会
式
】

▼
期
日
　
令
和
６
年
３
月
23
日（
土
）

▼
時
間
　
午
後
１
時
〜
午
後
３
時
30
分

▼
内
容
　
俳
優
の
紺
野
美
沙
子
さ
ん
に
よ
る

記
念
講
演「
自
分
ら
し
く
健
康
で
豊
か
に
生
き

る
」、と
き
め
き
美
術
展
及
び
長
寿
社
会
・
私
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

▼
定
員
　
３
０
０
人（
抽
選
）

▼
申
込
方
法
　
電
話
、
は
が
き
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

E
メ
ー
ル
。「
講
演
会
参
加
希
望
」と
明
記
、郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、
性

別
、電
話
番
号
、人
数（
お
一
人
２
名
ま
で
申
込

可
能
）を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

【
と
き
め
き
俳
句
大
会
】

▼
期
日
　
令
和
６
年
３
月
15
日（
金
）

▼
時
間
　
午
後
１
時
〜
午
後
３
時
30
分

▼
内
容
　
群
馬
県
俳
句
作
家
協
会
会
長
　
木

暮
陶
句
郎
さ
ん
に
よ
る
記
念
講
演「
十
七
音
の

宇
宙
・
俳
句
の
楽
し
み
方
」、入
賞
作
品
表
彰
式
、

講
評

▼
定
員
　
２
０
０
人（
先
着
順
）

▼
申
込
方
法
　
電
話
、
は
が
き
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

E
メ
ー
ル
。「
俳
句
大
会
参
加
希
望
」
と
明
記
、

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、

性
別
、
電
話
番
号
、
人
数
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。

【
総
合
開
会
式
・
俳
句
大
会
共
通
】

▼
会
場
　
群
馬
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

（
前
橋
市
新
前
橋
町
）

▼
申
込
期
限
　
令
和
６
年
１
月
31
日
（
水
）
必

着▼
通
知
　
決
定
者
に
は
、
締
め
切
り
後
、
入
場

整
理
券
を
お
送
り
し
ま
す
。

【
と
き
め
き
美
術
展
】

▼
期
間
　
令
和
６
年
３
月
22
日（
金
）
〜
24
日

（
日
）

▼
時
間
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

※
24
日
は
正
午
ま
で

▼
会
場
　
昌
賢
学
園
ま
え
ば
し
ホ
ー
ル（
前
橋

市
民
文
化
会
館
　
前
橋
市
南
町
）

▼
内
容
　
ア
マ
チ
ュ
ア
の
シ
ニ
ア
世
代
が
創

作
し
た
日
本
画
、洋
画
、彫
刻
、工
芸
、書
、写
真

の
各
作
品
を
展
示

※
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
は
ば
た
け
鳥
取
２
０
２
４

美
術
展
出
品
作
品
選
考
会
を
兼
ね
て
い
ま
す
。

▼
申
込
方
法
　
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
全
共
通
事
項
】

▼
入
場
料
　
無
料

と
き
め
き
俳
句
大
会
出
品
作
品
募
集

　
令
和
６
年
３
月
に
開
催
す
る「
と
き
め
き
俳

句
大
会
」の
出
品
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

▼
応
募
資
格
　
群
馬
県
内
在
住
、
在
勤
、
在
学

の
18
歳
以
上
の
方

※
年
齢
は
令
和
６
年
３
月
15
日
現
在

▼
応
募
方
法
　
お
題
は
自
由
で
す
。
出
品
作

財
団
だ
よ
り

申し込み＆問い合わせ●

群馬県
長寿社会づくり財団
〒371-8517 
前橋市新前橋町13-12
TEL 027-255-6511
FAX 027-255-6166
Eメール gunshiren@sjc.ne.jp

※開催日、場所などが変更になる場合があ
りますので、ご了承ください。

奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

紺野美沙子 氏
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▼
時
間
　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

▼
会
場
　
群
馬
県
立
森
林
公
園
「
お
う
ら
の

森
」（
邑
楽
郡
邑
楽
町
中
野
）

▼
定
員
　
15
人（
定
員
超
過
の
場
合
は
選
考
）

▼
申
込
期
限
　
10
月
６
日（
金
）

庭
木
剪
定
講
習（
安
中
会
場
）

参
加
者
募
集

▼
期
日
　
10
月
24
日（
火
）・
25
日（
水
）

▼
時
間
　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

▼
会
場
　
安
中
市
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー（
安
中

市
安
中
）

▼
定
員
　
15
人（
定
員
超
過
の
場
合
は
選
考
）

▼
申
込
期
限
　
10
月
10
日（
火
）

松
剪
定
・
生
垣
・
竹
垣
講
習

（
県
北
・
渋
川
会
場
）参
加
者
募
集

　
事
業
所
や
公
園
、個
人
宅
に
お
け
る
松
及
び

生
垣
の
手
入
れ
管
理
に
必
要
と
な
る
剪
定
技

術
や
竹
垣
づ
く
り
の
基
礎
的
知
識
・
技
能
を
習

得
し
、シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
の
就
業
を

目
指
し
ま
す
。

▼
期
日
　
10
月
12
日（
木
）・
13
日（
金
）

▼
時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

▼
会
場
　
坂
東
橋
緑
地
公
園（
渋
川
市
半
田
）

▼
定
員
　
15
人（
定
員
超
過
の
場
合
は
選
考
）

▼
申
込
期
限
　
９
月
25
日（
月
）

松
剪
定
・
生
垣
・
竹
垣
講
習

（
県
央
・
前
橋
会
場
）参
加
者
募
集

▼
期
日
　
11
月
９
日（
木
）・
10
日（
金
）

▼
時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

▼
会
場
　
前
橋
市
嶺
公
園（
前
橋
市
嶺
町
）

品
は
未
発
表
の
も
の
で
、一
人
２
作
品
以
内
に

限
り
、所
定
の
応
募
用
紙
の
み
受
け
付
け
ま
す
。

（
応
募
用
紙
の
入
手
は「
応
募
用
紙
配
布
場
所
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

▼
費
用
　
無
料

▼
応
募
期
限
　
12
月
28
日（
木
）必
着

▼
応
募
用
紙
配
布
場
所
　
市
役
所
・
町
村
役

場
、公
民
館
、図
書
館
、当
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://www.gunm
a-long.or.jp/

）
か
ら
も
入

手
で
き
ま
す
。

「
と
き
め
き
美
術
展
」出
品
作
品
募
集

　
令
和
６
年
３
月
に
、
昌
賢
学
園
ま
え
ば
し

ホ
ー
ル
（
前
橋
市
民
文
化
会
館
）
で
開
催
す
る

「
と
き
め
き
美
術
展
」
の
出
品
作
品
を
募
集
し

ま
す
。

　
こ
の
美
術
展
は
令
和
６
年
10
月
に
鳥
取
県

で
開
催
さ
れ
る「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
は
ば
た
け

鳥
取
２
０
２
４
美
術
展
」の
出
品
作
品
選
考
会

を
兼
ね
て
い
ま
す
。

▼
募
集
部
門
　

・
日
本
画（
水
墨
画
含
む
）

・ 

洋
画（
油
絵
、
ア
ク
リ
ル
画
、
水
彩
、
素
描
、
版

画
、パ
ス
テ
ル
画
な
ど
）

・
彫
刻（
木
、石
、土
、石
膏
な
ど
）　

・ 

工
芸（
陶
芸
、染
織
、漆
芸
、金
工
、木
竹
、人
形
、

屏
風
、そ
の
他
の
工
芸
品
）

・ 

書（
漢
字
、か
な
、て
ん
刻
、調
和
体
、前
衛
、刻

字
）

・ 

写
真（
カ
ラ
ー
、モ
ノ
ク
ロ
の
単
写
真
）（
画
像

加
工
処
理
不
可
）

※
出
品
作
品
は
未
発
表
の
も
の
（
公
募
展
、
コ

ン
ク
ー
ル
等
で
の
受
賞
歴
が
な
い
作
品
）で
一

人
１
点
と
し
ま
す
。
ま
た
、
作
品
の
搬
入
、
搬

▼
定
員
　
15
人（
定
員
超
過
の
場
合
は
選
考
）

▼
申
込
期
限
　
10
月
23
日（
月
）

松
剪
定
・
生
垣
・
竹
垣
講
習

（
西
毛
・
甘
楽
会
場
）参
加
者
募
集

▼
期
日
　
11
月
21
日（
火
）・
22
日（
水
）

▼
時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

▼
会
場
　
甘
楽
総
合
公
園（
甘
楽
郡
甘
楽
町
小

幡
）

▼
定
員
　
15
人（
定
員
超
過
の
場
合
は
選
考
）

▼
申
込
期
限
　
11
月
７
日（
火
）

【
共
通
事
項
】

▼
対
象

○
県
内
在
住
の
60
歳
以
上
で
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
入
会
希
望
者

○
職
種
転
換
や
就
業
を
希
望
す
る
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
会
員

▼
費
用
　
無
料

▼
申
込
方
法
　
電
話
、
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

希
望
講
習
名
（
会
場
名
）、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

生
年
月
日
、
性
別
、
住
所
、
電
話
番
号
を
、
当

財
団
ま
た
は
お
近
く
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
各
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
連
絡
先
は
、
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ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

出
、梱
包
に
要
す
る
費
用
は
出
品
者
の
負
担
と

な
り
ま
す
。

▼
応
募
資
格
　
県
内
在
住
で
、昭
和
40
年
４
月

１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
ア
マ
チ
ュ
ア
の
方

▼
応
募
方
法
　
所
定
の「
と
き
め
き
美
術
展
出

品
申
込
書
」
に
出
品
部
門
、
住
所
、
氏
名
、
生
年

月
日
、性
別
、電
話
番
号
を
明
記

▼
応
募
用
紙
配
布
場
所
　
市
役
所
・
町
村
役

場
、公
民
館
、図
書
館
、当
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://www.gunm
a-long.or.jp/

）
か
ら
も
入

手
で
き
ま
す
。

▼
費
用
　
無
料

▼
応
募
期
限
　
12
月
28
日（
木
）必
着

▼
そ
の
他
　
出
品
規
格
や
ご
不
明
な
点
は
、お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
高
齢
者
活
躍
人
材
確
保
育
成
事
業
■

庭
木
剪
定
初
心
者
講
習

（
桐
生
会
場
）参
加
者
募
集

　
樹
木
の
剪
定
作
業
の
経
験
が
少
な
い
方
や

浅
い
方
を
対
象
に
剪
定
技
術
の
基
本
な
ら
び

に
剪
定
道
具
の
使
い
方
等
の
基
礎
的
知
識
・
技

能
を
習
得
し
、シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
の

就
業
を
目
指
し
ま
す
。

▼
期
日
　
10
月
16
日（
月
）・
17
日（
火
）

▼
時
間
　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

▼
会
場
　
桐
生
市
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー（
桐
生

市
相
生
町
）

▼
定
員
　
15
人（
定
員
超
過
の
場
合
は
選
考
）

▼
申
込
期
限
　
９
月
21
日（
木
）

庭
木
剪
定
初
心
者
講
習

（
邑
楽
会
場
）参
加
者
募
集

▼
期
日
　
11
月
１
日（
水
）・
２
日（
木
）

日
程
等
は
都
合
に
よ
り
延
期
、中
止
ま
た

は
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
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「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
講
座（
富
岡
会
場
）」

参
加
者
募
集

　
正
し
い
姿
勢
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
効
果
的

に
行
う
方
法
を
講
義
と
実
技
を
通
し
て
学
び

ま
す
。

▼
期
日
　
11
月
７
日（
火
）・
14
日（
火
）

▼
時
間
　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

▼
会
場
　
富
岡
市
も
み
じ
平
総
合
公
園
市
民

体
育
館（
富
岡
市
上
黒
岩
）

▼
講
師
　
健
康
運
動
指
導
士
　
斉
藤
智
子
さ

ん▼
対
象
　
お
お
む
ね
50
歳
以
上
で
、
県
内
在
住

の
方

▼
定
員
　
30
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽

選
）

▼
参
加
費
　
５
０
０
円

▼
申
込
期
限
　
10
月
24
日（
火
）必
着

▼
申
込
方
法
　
電
話
、郵
送
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、ま

た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
、「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
講
座（
富

岡
会
場
）」希
望
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名（
ふ

り
が
な
）、年
齢
、性
別
、電
話
番
号
、受
講
動
機

を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

「
美
味
し
い
コ
ー
ヒ
ー
の
淹
れ
方
講
座

（
邑
楽
会
場
）」参
加
者
募
集

　
退
職
後
の
シ
ニ
ア
の
方
を
地
域
に
呼
び
込

む
一
つ
の
き
っ
か
け
と
す
る
た
め
に
美
味
し

い
コ
ー
ヒ
ー
の
淹
れ
方
を
学
び
ま
す
。
コ
ー

ヒ
ー
を
き
っ
か
け
に
地
域
の
繋
が
り
や
交
流

の
輪
を
ひ
ろ
げ
、居
場
所
づ
く
り
を
支
援
し
ま

す
。

▼
期
日
　
11
月
15
日（
水
）・
22
日（
水
）

▼
時
間
　
午
前
10
時
〜
正
午

▼
会
場
　
邑
楽
町
役
場（
邑
楽
町
大
字
中
野
）

▼
講
師
　
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｊ
コ
ー
ヒ
ー
マ
イ
ス
タ
ー

▼
対
象
　
お
お
む
ね
50
歳
以
上
で
、
県
内
在
住

の
方

▼
定
員
　
20
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽

選
）

▼
参
加
費
　
５
０
０
円

▼
申
込
期
限
　
11
月
１
日（
水
）必
着

▼
申
込
方
法
　
電
話
、郵
送
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、ま

た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
、「
美
味
し
い
コ
ー
ヒ
ー
の

淹
れ
方
講
座
（
邑
楽
会
場
）」
希
望
、
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、
性
別
、
電
話

番
号
、受
講
動
機
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

第
32
回
ぐ
ん
ま
と
き
め
き
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

　
創
作
活
動
を
通
し
て
、シ
ニ
ア
の
社
会
参
加
、

生
き
が
い
づ
く
り
を
応
援
す
る
た
め
に
開
催

し
ま
す
。

【
総
合
開
会
式
】

▼
期
日
　
令
和
６
年
３
月
23
日（
土
）

▼
時
間
　
午
後
１
時
〜
午
後
３
時
30
分

▼
内
容
　
俳
優
の
紺
野
美
沙
子
さ
ん
に
よ
る

記
念
講
演「
自
分
ら
し
く
健
康
で
豊
か
に
生
き

る
」、と
き
め
き
美
術
展
及
び
長
寿
社
会
・
私
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

▼
定
員
　
３
０
０
人（
抽
選
）

▼
申
込
方
法
　
電
話
、
は
が
き
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

E
メ
ー
ル
。「
講
演
会
参
加
希
望
」と
明
記
、郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、
性

別
、電
話
番
号
、人
数（
お
一
人
２
名
ま
で
申
込

可
能
）を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

【
と
き
め
き
俳
句
大
会
】

▼
期
日
　
令
和
６
年
３
月
15
日（
金
）

▼
時
間
　
午
後
１
時
〜
午
後
３
時
30
分

▼
内
容
　
群
馬
県
俳
句
作
家
協
会
会
長
　
木

暮
陶
句
郎
さ
ん
に
よ
る
記
念
講
演「
十
七
音
の

宇
宙
・
俳
句
の
楽
し
み
方
」、入
賞
作
品
表
彰
式
、

講
評

▼
定
員
　
２
０
０
人（
先
着
順
）

▼
申
込
方
法
　
電
話
、
は
が
き
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

E
メ
ー
ル
。「
俳
句
大
会
参
加
希
望
」
と
明
記
、

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、

性
別
、
電
話
番
号
、
人
数
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。

【
総
合
開
会
式
・
俳
句
大
会
共
通
】

▼
会
場
　
群
馬
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

（
前
橋
市
新
前
橋
町
）

▼
申
込
期
限
　
令
和
６
年
１
月
31
日
（
水
）
必

着▼
通
知
　
決
定
者
に
は
、
締
め
切
り
後
、
入
場

整
理
券
を
お
送
り
し
ま
す
。

【
と
き
め
き
美
術
展
】

▼
期
間
　
令
和
６
年
３
月
22
日（
金
）
〜
24
日

（
日
）

▼
時
間
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

※
24
日
は
正
午
ま
で

▼
会
場
　
昌
賢
学
園
ま
え
ば
し
ホ
ー
ル（
前
橋

市
民
文
化
会
館
　
前
橋
市
南
町
）

▼
内
容
　
ア
マ
チ
ュ
ア
の
シ
ニ
ア
世
代
が
創

作
し
た
日
本
画
、洋
画
、彫
刻
、工
芸
、書
、写
真

の
各
作
品
を
展
示

※
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
は
ば
た
け
鳥
取
２
０
２
４

美
術
展
出
品
作
品
選
考
会
を
兼
ね
て
い
ま
す
。

▼
申
込
方
法
　
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
全
共
通
事
項
】

▼
入
場
料
　
無
料

と
き
め
き
俳
句
大
会
出
品
作
品
募
集

　
令
和
６
年
３
月
に
開
催
す
る「
と
き
め
き
俳

句
大
会
」の
出
品
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

▼
応
募
資
格
　
群
馬
県
内
在
住
、
在
勤
、
在
学

の
18
歳
以
上
の
方

※
年
齢
は
令
和
６
年
３
月
15
日
現
在

▼
応
募
方
法
　
お
題
は
自
由
で
す
。
出
品
作

財
団
だ
よ
り

申し込み＆問い合わせ●

群馬県
長寿社会づくり財団
〒371-8517 
前橋市新前橋町13-12
TEL 027-255-6511
FAX 027-255-6166
Eメール gunshiren@sjc.ne.jp

※開催日、場所などが変更になる場合があ
りますので、ご了承ください。

奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

紺野美沙子 氏

22



草津温泉の新しい観光スポット

「裏草津」をめぐる
特集

生きがいと健康づくりをめざす
（公財）群馬県長寿社会づくり財団 2023 A U T U M N

No.111

ときめき群馬

令和５年９月発行(第111号)

発行●公益財団法人群馬県長寿社会づくり財団
　〒371-8517　前橋市新前橋町13-12
　　　　　　　　群馬県社会福祉総合センター５階
　　　TEL　027(255)6511　FAX　027(255)6166

制作●朝日印刷工業株式会社
　〒371-0846　前橋市元総社町67
　　　TEL　027(251)1212　FAX　027(253)3475

★次号　令和６年３月発行(第112号)予定

高齢者の生きがい健康づくり事業

▶財団ホームページ

生きがいや健康づくりに関する情報発信、社会参加活動
に役立つ講座、ボランティア養成講座、文化・スポーツイ
ベント、仲間づくりのための情報提供等を行っています。

群馬県長寿社会づくり財団は、高齢者の健康づくり及び生きがいづくり、高齢
者の能力活用及び雇用・就業を促進するための諸事業を行っています。ぜひご参加ください。

シルバー人材センター
元気で働くことにより、地域社会に貢献し、地域とのつな
がりを深め、いきいきとした生活を楽しむための組織です。

高齢者活躍人材確保育成事業
就業体験（職場見学）や必要な技能講習等を行い、シニア
と企業の双方にシルバー人材センターへの理解を深めて
いただきます。

年金のおもしろい話年金のおもしろい話
老人クラブや人材センターの定例会
を面白く楽しく盛り上げるお話を承
ります！

〒377-1711吾妻郡草津町草津799
社会保険労務士　山本和久　TEL 0279(89)1664
年金の相談や手続　給与の相談　成年後見制度

朝日印刷工業様　冊子広告 2018.7.18

公式Ｘ(Twitter)

ホームページ
講座、講習会、イベント等ご覧になれます

LINE 公式アカウント
情報をラインで直接お届けします

YouTube
講習の様子を動画でご覧いただけます

X（旧ツイッター）配信中
講習の様子や情報を配信していきます

群馬県長寿社会づくり財団の各種SNSをご活用ください。
当財団の最新情報をお届けします。ぜひ「お友達登録」お願いします。LINE公式アカウントはじめました。


